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1．貨量

　　 全球雲解像モ デル NICAM （Satoh 　et　al．，2008 ；　Miura　et　al．，

2007）は、MJO の 再現、熱 帯に お け る対 流 活動 の 日変化、台風 の

全球再現実験な ど、惑星規模か ら対流規模 まで の 幅広 い 気象現象

を再現で き る 全球気象 モ デル と し て 知 られ て い る。全球雲解像 モ

デ ル は領域気候 モ デ ル と比 較 して 多 くの メ リッ トを持っ 反面、全

球雲解像モ デル として数値実験を行 うため には、計算資源 に よる

制約が大 き く、一般的な PC ク ラ3 タな どで は 、水平解像度 10km

以 下で の 実験、長期積分、多数の 感度実験な どを行 うこ とは、2012

年現在、困難で ある。

　　 こ れ まで に 、全 球で の 領域 を維持 した まま、格子 を一部の 領

域 に 集 中 さ せ たス ト レ ッ チ 格子 を用 い た 実験 が 行 わ れ て い る

（Tomita，2008）。格子 サ イズ の 非均
一

が 小 さい 場合 に は 、どの 格

子 間 距 離 も差 が少 な く問 題 が 生 じな い 。しか し、格 子 サ イ ズ の 非

均
一

が 大 きい 場合 に は 、格子が粗 な領域 と密 な領域で 格子間距離

に 大 きな 差が あ り、全て の 領域 で 同 じ物理 ス キ
ーム を用 い るに は

限界が ある 。

2．手法

　　 全 球雲解像モ デ ル として の オ リジ ナ ル の NICAM とソ ース コ

ー
ドを分 岐せ ず、全球雲解像モ デ ル と して の 動作が可 能 な ま ま、

小規模の 改変 の み で 領域版 NICAM の 開発 を行 っ て い る。こ れ に

よ り、或 る物 理 ス キ
ーム を新 規 に導 入 した い 場 合 な どは、領域 モ

デル と して 開発 ・導 入
・テ ス ト を行 い 、その まま全球雲解像モ デ

ル の実験に適用 す る こ とが 可能 となっ た。

　　 オ リジ ナ ル の NICAM か らの 大 きな変更は 以下の 二 つ で ある。

1っ 目 は、通常の NICAM は全 球 を 10枚 の 菱形 で 覆っ て い るが、

こ の うちの 1 枚の 菱形の み を計算領域 とする とい う点で ある。こ

れ に よ り、格 子 数 が全 球 の 1／10 とな る。2 つ 目は、距離 に応 じて

強度を変更出来 るナ ッ ジン グス キ
ーム を導入 した 点で ある 。

こ れ

らに よ り、格子問距離 に 差が 大 きい 場合 の 物理 ス キーム の 整合性

の 問題 を回 避 す る こ とが 出来 る。

3．鎧塁

　　 手法 で 示 し た 2 っ の 変更 と Tomita 　 et　 aL （2008 ）の ス ト レ
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図 1： 日本付近 の 対象領域 の
一

例。灰色 の 点 が 格子点を 表 し、灰

色実線より内側で は ナ ッ ジ ン グを適用 して い ない 。

ッ チ格子の 方法 を組み合わせ る こ とで、任意の 領域 を対象 とした

領域気候実験 が可能 と な っ た。図 1は、こ れ らの 方法 を組み 合わ

せ て 設定 した 日本付近 を対象 と した計算領域で あ る 。実線は ナ ッ

ジ ン グの 強 さ が 異なる場所 を表 して い る。灰色実線 よ り内側で は

ナ ッ ジ ン グを適用 して い ない 。黒色実線 よ りも外側 で は ナ ッ ジ ン

グを 強 くか けて お り、計算 時に u，v ，　T，　z，　qv を再解析 デ
ー

タ に置

き換えて い る。現在 まで に 、こ の 方法で 領域モ デル と して NICAM

が 動作 して い る こ とを確認 した。
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